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1　 は じめ に

　 「自然環境 の 保全 と科学技術 の 利用 」 は ，
第 3 学年 の 最 終単元 に位 置 し 4 つ の 領域 を融
合 させ て ，多 面的 か つ 総合 的 に 自然環境 の 保
全 と科学技術 の 利用 の あ りか たに っ い て 広 い

視野 で 科 学的に考察 し ， 持 続 可能 な社会 を作
る こ と の 認識 を 目標 に し て い る 。 しか し，現
状 にお い て は 高校入試 等 の 準備が あ り継続的
な実験 ・観察 が持 ちに く い

。 そ こ で ， 3 年 間
を見 通 して ，各単元 の 中に 「科学技術 と環境
保全 」 の あ りか た に つ い て ふ れ ，実社会や実
生活 と の 関連 を積極 的に取 り入 れ て ， 理 科学
習の 意義や有用性が 実感 で き る授業内容 に し

た 。そ し て ，授 業記録 を元 に 「自然 環境 の 保
全 七贄学技術 の 利用 」 の 項 目で 再び利用 し，
本単兀 の 目標達成 と 自分 た ちの 成長 を振 り返
り，新た な学習 へ の 意欲づ け と した 。

皿　 教育実践
1　 「自然環境 の保全 と科学技術の 利　用」 に

　関連 した学習 内容
・ミ ズ ア オ イの 生態調査 と人 工栽培 （1 年時）
・資源 の 再利 用 と し て の 立 体紙漉 （1 年 時）
・倉敷 の 災害調 査 （2 年 時）
・身近 な材料 を利 用 した マ イ ク ロ ス ケー

ル 実
　験 （1 ， 2 ， 3 年時）
。資源 の 有効 利用 （3 年時）
2　最終 単元 「自然環境 の 保全 と科 学技 術 の

利用」 の 学習

　（1 ）自然環境の 保全 【授業記 録視聴】
　（2 ）科学技術 の 利用 【授業記録視聴】
　（3 ）討 　論

皿 「自然環境 の 保全 と科学技術 の 利用 」 の授
　業分析

　対 象 と した生 徒は本校 3年生2学級 （計 68人）

糴覦慰
した ・ 授 業は平成24年 2月｝こ羇

授業分析

　学習効果を見る ため に ， 授業後簡 易ア ン ケ
ー

トと感 想 に よ っ て 行 っ た。項 目は ，   こ の

授業は 楽 し か っ たか 　  環境問題 を考え る上

で多様な経験や 知 識は 大切 か   科学技術 の 進

歩 は必 要か   こ の 授業は ，自然環境の 保全 と
科学技術 の 利用 の 今後の あ りか た に つ い て 自

分の 考 えをま とめ る の に役 立 っ た か 　で ある。
結果 を図 1 に示 す。
　項 目  で は ，す べ て の 学習時 間に お い て 肯
定的な意見 （80％以上

，
N ＝68

，
P＝O．OOOO ，P 〈．Ol）が

多 く，興 味を持 っ て授 業に参 加 した こ とが分
か る 。

　項 目  で は ，授業前 の 肯定的な意見は 67．7％

（N ＝68，P＝0．0049 ，P〈．Ol）で あ っ たが 終了 時で は
94．1％ （N＝68，P＝0．0000，Pく．Ol）と非常に高 い 数値
とな っ た。 こ の こ と は フ ー

ドバ ッ ク に よ る学

習効 果 と 「自然 と人間 の 共生」 の 奥深 さに 気
づ い た もの と解せ る 。

　項 目  で は， 1 時 間目 「自然環 境保 全」 の

学習 後 で は ， 肯 定的 な 意 見 の 割 合 は 44．1％
（N ＝ 68

，
P−O．396

，
P＞．10）で

， 学習前 よ り減少 した 。

しかし3時問目の終了日緬 ま，肯定的 な意見の 割合
は 92．6％ （N ＝68

，
P・・0．0000 ，P〈．01）と再 び 上 昇 し

学習効果 が端的 に表れ る結果 とな っ た 。
こ の

傾 向は鶴 田 の 報告 1 ）とほ ぼ一
致する結果 とな

っ た。
　項 目  で は ， 終了時で 肯 定的 な意見の 割合
は 95．6％ （N＝68，

P＝0．eOOO，P＜．Ol）と学習の 有効
性 が確認 で きた 。 全体 を通 し て の ，生 徒 の 感
想 で は ，「1 年の こ ろ の 自分の 姿が あ っ た の で

懐か しく当時 の こ とが思 い 出 された 」 「イ ン タ
ーバ ル 撮影 で 現象 の 変化 が良 く分か っ た 」 「自
然環 境 の 保 全 と科学技術 の 利用 の あ りか た は

難 し く，理科だ けで は な くも っ と幅広 く勉 強
しない と結論が 出な い 」 「環境保全に 対す る技
術 を開発 した い

， 勉強 した い ，仕事 を したい 」
「科学技術の 負 の 側面 も十分に 考 えた研 究 者

にな りたい 。科学は人 々 の 幸せ の た め に ある」
と言 う意見が多 く出た。
　　　項 目  　　　　　　　 項 目 
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　　　 図 1　 各質問紙 に おける分析結果
IV　おわ りに

　最近 の 自然災害 と相 ま っ て構築 され て きた

科学技術 の 被害 に よ り入間環境 は 危機的状況
に置かれ た。破壊 され た人 間環境 の 改善，人
類 が健康 な生活 を維持 で き る よ うな環境 の 保
全 の た め に も，

一
人ひ と りの 生徒 が，正 しい

自然観 と価値 観 を持ち ，よ き市民 に 育 っ こ と
が 必 要 で あ る。願 わ くば ， 教 え子 た ちが ，自
然 の 法則 を良く知 り，自然 と人間 の シ ス テ ム

の 調 和 を図 る こ と の 重 要性 を認 識 し 「持続 可
能 な社会」 を作 っ て くれ る こ とを願 う。

＊肯定的な意見 は相対的な割合 を示 す 。
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